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第１部　最近の動向
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最
近
の
動
向

１．地球温暖化対策の推進

ぶちエコ“わが家”啓発チラシ
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２．循環型社会形成の推進
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最
近
の
動
向

ア　環境学習の推進

イ　自然と人との共生の推進

３．環境学習と自然と人との共生の推進

エコっこスクール2011
（きらら浜自然観察公園：山口市）

こども自然共生プログラム推進事業
（柳井市日積）
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コラム 再生可能エネルギーとは

太陽光発電施設
（きらら博記念公園水泳プール）

風力発電所
（下関市）



第２部　環境の現況と対策





5

環
境
施
策
の
総
合
的
な
推
進

１．山口県環境基本条例

第１章　環境施策の総合的な推進

目標年度

長期的目標

７つの施策の柱

重点的推進項目（エコ・プロジェクト）

47の数値目標

第２－１－１表　やまぐち環境創造プランの概要
　　基本目標「健全で恵み豊かな環境の保全と創造」
　　　～今ある環境をより豊かなものとして将来の世代に引き継ぐために～

２．やまぐち環境創造プランの推進

３．「山口県再生可能エネルギー推進指針」策定への取組
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第２－１－２表　地域グリーンニューディール基金活用事業

５．環境影響評価の推進

４．「地域グリーンニューディール基金」を活用した対策の推進
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環
境
施
策
の
総
合
的
な
推
進

⑴さわやかエコネット

ア   環境ホームページ「やまぐちの環境」

イ　 快適環境づくりシステム（地理情報システム（GIS））

６．環境情報の整備・提供

第２－１－１図　環境影響評価制度における主な手続きの流れ

住民等、市町長、知事からの環境保全上の意見 
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環境保全措置の検討 （備考）
○事業者
・ 調査手法等を記載した「方法書」を公表し、住民等の意見や知事意見を聴いた上で、
環境影響評価を行う。

・ 環境影響評価の結果を記載した「準備書」についても公表し、住民等の意見や知事
意見を聴いた上で「評価書」を作成する。

・ 「評価書」に記載されたとおり、環境に配慮した事業を行う。
・ 工事着手後の環境への影響を把握するための事後調査等を行う。

○住民等
・「方法書」及び「準備書」の各段階において、事業者に対し、環境保全に関する意見
を述べることができる。

○県
・「方法書」及び「準備書」について、学識経験者により構成する「山口県環境影響評
価技術審査会」や関係の市町長の意見を聴くとともに、必要に応じ公聴会を開催し、
住民等から直接意見を聴いた上で、事業者に対し環境保全に関する意見を述べる。



8

⑴環境保健センター

⑵地方独立行政法人山口県産業技術センター

⑶農林総合技術センター

⑷水産研究センター

⑴公害苦情の処理体制

⑵公害苦情の発生状況

８．公害苦情・紛争処理

第２－１－３表　公害苦情の処理体制 第２－１－ 2図　公害の種類別苦情件数及び構成比の推移

土壌汚染 
大気汚染 

0 
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200 

400 
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800 
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1,200 

1,400 

1,600 

件数 

15 23

土壌汚染（0.1）

28.4

11.1

12.4

17.4

30.7

1,230

32.9

9.0

9.3

12.9

35.7

34.5

13.0

10.7

13.2

28.5

33.4

12.0
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27.7

1,178
1,273

1,536

悪臭 水質汚濁 
地盤沈下 

土壌汚染（0.1）

土壌汚染（0.2）
土壌汚染（0.2）

36.5 32.5

16.8

12.1

15.5

18.6

865

15.7

9.2

12.8

29.3

999

33.5

15.0

12.5

12.8

26.3

1,001

843

土壌汚染（0.5）

27.0

土壌汚染（0.4）

34.7

13.2

12.2

11.9

27.6

1,114

土壌汚染（0.2）
地盤沈下（0.1）

32.4

10.0

10.5

13.5

33.5

1,311

12.7

33.0

13.9

13.4

注）図中の数値は構成比（％） 

H14 

騒音・振動 
典型７公害以外 

（年度） 

７．調査・研究等の推進
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環
境
施
策
の
総
合
的
な
推
進

⑶公害苦情の処理状況

⑷公害紛争の処理

⑸畜産関係苦情処理の状況

第２－１－４表　公害苦情の処理状況の推移
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⑹警察における公害苦情の受理及び処理の状況

⑺警察における環境事犯の取締り状況

第２－１－５表　平成23年度　畜種別・苦情の種類別発生件数第２－１－３図　畜産環境保全上の苦情発生件数の推移

第２－１－６表　警察における公害苦情の種類別受理状況　　　　　　　　　　　

第２－１－７表　警察における公害苦情処理状況　　　

第２－１－８表　警察における環境事犯の検挙状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0

50

100

150

200

年度

苦
情
発
生
件
数

S5152 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 H元 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

年度
苦情発生件数

S51 52 53 54 55 56 57 58 59 30 61 62 63 H元 2 3 4 5
159 123 95 96 73 68 51 41 40 38 32 33 31 30 32 27 37 32

年度
苦情発生件数

6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23
22 25 17 28 25 19 33 20 20 21 28 24 13 13 8 13 12 2
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環
境
施
策
の
総
合
的
な
推
進

⑴地球温暖化対策融資

⑵公害防止対策融資

⑶産業廃棄物処理対策融資

⑷地球にやさしい環境づくり融資 (個人向け)

⑴山口県国土利用計画

９．環境保全関係融資制度

第２－１－９表　融資・償還条件

１0．土地利用の適正化
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⑵山口県土地利用基本計画

⑶都市計画等
　ア　都市計画

　イ　工場立地施策

第２－１－10表　県土の利用区分別の規模の目標　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

第２－１－11表　五地域区分の面積　　　　　(平成24年３月31日現在)
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環
境
施
策
の
総
合
的
な
推
進

⑴環境関連産業への支援

⑵環境産業マルチパーク構想の推進

ア　省エネ・省資源型産業の集積促進

イ　新エネルギー利活用技術の研究開発促進

⑶循環型農業の推進

１1．環境に配慮した産業の育成

第２－１－12表　特定工場の届出状況
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１2．地産・地消の拡大
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地
球
環
境
の
保
全
と

国
際
協
力
の
推
進

⑴国の温室効果ガス排出量

１．地球温暖化の現状

第２章　地球環境の保全と国際協力の推進

第１節　地球温暖化対策の推進

第２－２－１表　温室効果ガス排出量 (全国)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

代替フロン等３ガス
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⑵県の温室効果ガス排出量

第２－２－２表　二酸化炭素排出量 (全国)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

エネルギー転換部門

第２－２－３表　温室効果ガス排出量 (山口県)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

代替フロン等３ガス
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地
球
環
境
の
保
全
と

国
際
協
力
の
推
進

⑴国の取組

第２－２－４表　二酸化炭素排出量 (山口県)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

エネルギー転換部門

２．地球温暖化対策への取組

第２－２－１図　山口県の温室効果ガス排出量の推移
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⑵県の取組

ア　ストップ・地球温暖化の推進

イ　CO2削減新社会システムの構築
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地
球
環
境
の
保
全
と

国
際
協
力
の
推
進

ウ　環境やまぐち推進会議

エ　地球温暖化対策地域推進計画

オ　山口エコ・グリーン作戦の展開

カ　CO2削減県民運動促進事業

第２－２－５表　やまぐちエコ市場カーボン・オフセットシステムを利用した取組事例
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キ　省エネ・節電の取組強化

第２－２－６表　平成23年度事業実績

第２－２－７表　平成24年度事業計画
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地
球
環
境
の
保
全
と

国
際
協
力
の
推
進ク　地球温暖化対策実行計画 

ア山口県庁エコ・オフィス実践プラン（山口県地球温暖化対策実行計画）

イ実施状況

第２－２－２図　電気・都市ガス使用量推移　　　
　　　　　　　　（本庁(議会、警察本部含む。)）

第２－２－３図　上水道使用量及び古紙回収量推移　　　
　　　　　　　　（本庁(議会、警察本部含む。)）
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ウ温室効果ガスの総排出量

⑶市町の取組
ア　地方公共団体実行計画
　ア区域施策編

　イ事務事業編

イ　地球温暖化対策地域協議会

第２－２－８表　県の事務・事業に伴い排出する温室効果ガスの排出量(平成23年度)

第２－２－４図　県庁全体の二酸化炭素排出量の推移
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地
球
環
境
の
保
全
と

国
際
協
力
の
推
進

⑴国の現況

⑵県の現況

１. エネルギー消費の現況

第２節　エネルギーの効率的な利用によるエコライフ型社会づくり

第２－２－６図　需要電力量の推移（全国）第２－２－５図　最終エネルギー消費の推移（全国）

第２－２－７図　部門別需要電力量の推移（山口県）
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⑴省エネルギービジョン

⑵県のESCO事業への取組

⑶県営住宅の環境負荷低減への取組

⑷エコスクールの整備推進

２. 資源・エネルギーの効率的利用の促進

第２－２－10表　県営住宅における太陽光発電（ソーラー外灯）の設置状況

第２－２－９表　ESCO事業の効果

ソーラー外灯（東岐波団地）
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地
球
環
境
の
保
全
と

国
際
協
力
の
推
進

第２－２－11表　パイロット・モデル事業の実施校（平成23年度）

第２－２－12表　パイロット・モデル事業の実施予定校（平成24年度）

長門市：深川小学校（太陽光発電、木材利用型）
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⑴再生可能エネルギー導入のための推進方策

ア　支援制度

３. 再生可能エネルギー等の導入
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地
球
環
境
の
保
全
と

国
際
協
力
の
推
進

イ　推進プロジェクト
　ア森林バイオマスエネルギー

　イ水素フロンティア山口

ウ中小水力発電所

⑵再生可能エネルギーの導入状況

第２－２－13表　県有施設における主な再生可能エネルギー導入状況
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⑴オゾン層の保護

⑵酸性雨対策

第３節　その他の地球環境保全対策の推進

第２－２－14表　大気中のフロン濃度調査結果

第２－２－15表　フロン類回収状況
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地
球
環
境
の
保
全
と

国
際
協
力
の
推
進

⑶海洋環境の保全
ア　国の対応

イ　漂着ごみの回収活動

第２－２－16表　酸性雨調査結果(測定地点：環境保健センター )

第２－２－17表　酸性雨生態影響モニタリング調査地点
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⑴山東省との環境技術交流

⑵日韓海峡沿岸県市道環境技術交流

第４節　国際協力の推進

漂着ごみの回収・調査
（山口県エコキャンパス取組促進協議会）

第２－２－８図　漂着ごみ回収活動の参加人数と回収量の推移
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環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い

循
環
型
社
会
の
形
成

⑴計画の基本的事項

⑵第２次計画の概要

１．循環型社会の形成をめざした基盤づくり

第３章　環境への負荷の少ない循環型社会の形成

第１節　循環型社会づくり

２．山口県循環型社会形成推進条例

３．山口県循環型社会形成推進基本計画
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⑴一般廃棄物

ア　ごみ処理の状況

４．廃棄物処理の現状

第２－３－１図　ごみ処理の状況（平成22年度）

第２－３－４図　ごみのリサイクル率の推移

第２－３－３図　１人１日当たりのごみ総排出量の推移

第２－３－２図　ごみ総排出量の推移

総排出

埋立処分

焼却焼却

家庭・事業所 等

中間処理施設

収集及び
直接搬入ごみ

646

集団回収
17

33

400

173

40 21

144

45

11

27

直接埋立
33

圧縮・破 砕
等の処理

資源化
229

集団回収
17

リサイク ル

421

残さ埋立
38

単位：千 t ／年 

注）１　総排出量は市町村が収集するごみ（収集量）、市町村の
　　　処理施設に持ち込まれるごみ（直接搬入量）及び資源物と
　　　して集団回収されたごみ（集団回収量）を合わせた量であ
　　　る。※平成17年度から総排出量の定義変更
　　２　四捨五入により合計が一致しない場合がある。
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山口県総人口 山口県 全国平均
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イ　し尿処理の状況

第２－３－１表　ごみ焼却施設及びごみ固形燃料化施設の整備状況

第２－３－２表　一般廃棄物最終処分場の整備状況
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⑵産業廃棄物
ア　産業廃棄物等の発生状況

イ　産業廃棄物の処理状況

第２－３－５図　し尿処理の状況（平成22年度） 第２－３－６図　し尿及び浄化槽汚泥排出量の推移

し尿処理施設

下水道投入

業務委託等
1

自家処理
7

総排出 

処理施設 

その他 

し尿処理フロー 

浄化槽汚でい

し尿

1

0

注）四捨五入により合計が一致しない場合がある。 
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200 
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9
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36368
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34349
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35352

7 7

14147

34341

14

136

336

9

183

368

175

349

9

156

352

7 7

147

341
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注）四捨五入により合計が一致しない場合がある。 
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ウ　産業廃棄物処理業者及び処理施設の状況

第２－３－７図　種類別発生量 第２－３－８図　業種別発生量

第２－３－９図　地域別発生量 第２－３－10図　産業廃棄物等の発生量及び処理状況の概要

第２－３－３表　産業廃棄物処理業者数の年度別推移

汚泥（3.7％）

発生量：8,178.5千t

（16.1％）

がれき類

（16.8％）

（3.2％）
燃え殻

その他

（43.5％）（5.8％）
動物のふん尿

金属くず

（10.9％）

ばいじん

発生量：8,178.5千t

（52.7％）

製造業

電気・水道業

（20.0％）

農林水産業（5.8％） その他（1.0％）

建設業

（20.5％）

周南地域

（27.9％）

発生量：8,178.5千t

宇部・小野田地域

（25.8％）

山口・防府地域

（13.9％）

東部地域

（16.9％）

下関地域
（11.1％）

長門・萩地域
（4.4％）

発生量
8,178.5

〈100.0％〉

排出量
7,442.9

〈91.0％〉
（100.0％）

有償物量
735.6

〈9.0％〉

中間処理量
6,813.8

〈83.3％〉

直接再生利用量
444.3

〈5.4％〉

直接最終処分量
180.4

（2.2％）
その他量
20.7

〈0.3％〉
（0.3％）

減量化量
3,194.7

〈39.1％〉
（42.9％）

残さ量
3,619.2

〈44.3％〉

再生利用量
3,764.2

〈46.0％〉
（50.6％）

資源化量
4,499.8

（55.0％）

最終処分量
463.4

〈5.7％〉
（6.2％）

中間処理後
最終処分量
283.0

〈3.5％〉

（単位：千ｔ／年）

注１）〈　〉は発生量に対する割合、（　）は排出量に対する割合を示す。
注２）図中の数値は、四捨五入の関係で収支が合わない場合がある。
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第２－３－４表　産業廃棄物処理施設の年度別推移　　　　　　
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⑴リデュースの推進
ア　容器包装廃棄物の削減

イ　食品ロス削減の取組

⑵リユースの推進
ア　フリーマーケット等の取組

⑶リサイクルの推進
ア　容器包装リサイクル法の推進

５．３Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）の推進

第２－３－５表　レジ袋無料配布中止に係る実績
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イ　廃家電等のリサイクル・適正処理の推進

ウ　ごみゼロやまぐちの推進

第２－３－６表　平成23年度の分別収集実績等
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ア県庁自らのごみゼロ実践活動等

イ県民・事業者等による３Ｒ活動

エ　やまぐちエコタウンの推進

オ　３Ｒ関連事業者の取組

アやまぐちエコ市場の取組
　やまぐちエコ市場の設立
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イ食品系廃棄物の資源循環

ａ堆肥化

ｂ飼料化

やまぐちエコ市場の概要

やまぐちエコ市場

全国にPR 全国展開○企業の情報発信
　・Webサイト
　・環境プロジェクト発表会
　・ゼロエミッションツアー

■循環型社会の構築
■地球温暖化対策の推進

■企業活動の活性化
■新たなビジネスチャンス創出
■地域経済の活性化

○会員相互交流
　・商談会
　・交流会
　・情報交換会

○市場での取引 ○環境ビジネス創出・育成
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ｃ段ボールコンポスト

カ　廃棄物減量化・リサイクル推進事業

キ　資源循環事例等認定普及事業

ク　産業廃棄物税活用事業の実施状況

「食品廃棄物の資源循環システム」
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⑴　一般廃棄物の適正処理
ア　適正処理の計画的推進

イ　一般廃棄物処理施設の整備

第２－３－７表　産業廃棄物税活用事業の実施状況 

６. 適正処理の推進
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ウ　浄化槽の維持管理対策

エ　空き缶等の散乱防止

オ　災害廃棄物の適正処理体制の確保

カ　 海岸漂着物の適正処理体制の確保

⑵産業廃棄物の適正処理
ア 　適正処理の計画的推進

第２－３－８表　廃棄物処理施設整備事業

第２－３－９表　空き缶等回収状況

第２－３－10表　漂着ゴミ回収状況
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イ　排出事業者、産業廃棄物処理業者の指導

ア優良事業者の育成

イ建設廃棄物に関する指導

ウ家畜排せつ物のたい肥化とリサイクル

第２－３－11表　排出事業場等の監視指導状況　　　
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エ農業用使用済みプラスチックの適正処理

ウ　 不法投棄等不適正処理対策
ア監視指導体制等
ａ産業廃棄物監視パトロール

ｂ夜間不法投棄パトロール

ｃスカイパトロール

ｄ市町職員の県職員への併任

第２－３－11図　家畜排せつ物のたい肥化

家畜排せつ物

・高水分
（80～90％）
・悪臭、取り
扱いにくい
・作物への影
響

堆肥

乾燥処理

・低水分
（40～50％）
・悪臭の消失
・取り扱い容易
・土壌改善効果
・肥料効果

発酵処理
（好気性発酵）

オガクズ、イナワラ、モミガ
ラ等と混合・水分調整、切り
返し、腐熱

第２－３－12表　農業用使用済プラスチックの総排出量及び再生処理量の推移
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ｅ山口県産業廃棄物不法処理防止連絡協議会

ｆ不法投棄等連絡協議会

イ不適正処理情報収集体制
ａ不法投棄ホットライン

ｂ不法投棄監視連絡員

ｃ郵便局との協力協定

ウ産業廃棄物適正処理推進対策

エ　産業廃棄物処理業者情報検索システム等の運用

オ　産業廃棄物処理に係る調査
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⑶広域処理対策 

７. 県産木材等の利用促進

第２－３－13表　産業廃棄物等に係る分析検査状況

宇部市東見初地区広域最終処分場
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８. 里山での間伐材等による未利用資源、食品廃棄物の利用

コラム 家電、正しくリサイクルしていますか？

第２－３－14表　森林バイオマス利用施設の設置状況
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⑴環境基準等の達成状況

１．大気汚染の現況

第２節　大気環境の保全

第２－３－15表　大気汚染に係る環境基準等達成状況

第２－３－12図　大気汚染測定局
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24 22
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20
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ア　二酸化硫黄

イ　二酸化窒素

ウ　一酸化炭素

エ　浮遊粒子状物質

第２－３－13図　主な大気汚染物質の経年変化（年平均値）
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　　　注） １ 有効測定局数は、測定時間が年間6,000時間以上の測定局の数を示す。
　　　　　２ 光化学オキシダント（Ox）は、昼間（５時～20時）の１時間値の年平均値を示す。
　　　　　３ 自動車排出ガス測定局を除く。

有
効
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オ　光化学オキシダント

カ　炭化水素

キ　微小粒子状物質

ク　有害大気汚染物質
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⑵汚染物質の排出状況
ア　 燃料使用量の状況

第２－３－16表　有害大気汚染物質モニタリング調査結果(μg/㎥ )

第２－３－17表　燃料使用量
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イ　硫黄酸化物

ウ　窒素酸化物

エ　ばいじん

第２－３－14図　燃料使用量の推移（重油換算値） 第２－３－15図　石炭使用量の推移（重油換算値）

第２－３－16図　硫黄酸化物排出量の推移 第２－３－17図　窒素酸化物排出量の推移

第２－３－18図　ばいじん排出量の推移
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⑴自動車排出ガス対策

２．大気汚染防止対策

第２－３－19図
辻交差点自動車排ガス測定局における大気汚染物質の推移
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0.050.5

0.4

0.3

0.2
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0

0.04
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2
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1

0.5

0
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H19
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（0.25）

（0.5）
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注）非メタン炭化水素は６～９時における年平均値
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⑵低公害車の普及促進

⑶工場・事業場対策
ア　大気汚染防止法による規制
ア　ばい煙発生施設の設置状況

イ　粉じん発生施設の設置状況

第２－３－18表　融資・償還条件

第２－３－19表　対象事業所数　　　　　　　　　　 第２－３－20図　ばい煙発生施設設置状況
　　　　　　　　　　　　　

ボイラー

ディーゼル機関

金属加熱炉

乾燥炉

金属溶解炉

塩素・塩化水素
反応施設

石油加熱炉

その他

全施設数

廃棄物焼却炉

1,653（50％）

512（15％）

208（6％）

132（4％）

131（4％）

116（4％）

100（3％）

110（3％）
331（11％）

3,293
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ウ　揮発性有機化合物排出施設の設置状況

エ　ばい煙の規制

オ　粉じんの規制 
ａ　一般粉じん

ｂ　特定粉じん（石綿）

第２－３－21図　一般粉じん発生施設設置状況
　　　　　　　　　　　　　　

第２－３－22図　揮発性有機化合物排出施設設置状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　

第２－３－20表　硫黄酸化物の規制

コンベア

堆積場

破砕機

ふるい

全施設数
997（61％）

324（20％）

203（13％）

100
（6％）

1,624
全施設数
70

化学製品の製造の
用に供する乾燥施設

吹付塗装
施設塗装の用に供

する乾燥施設

接着の用に供
する乾燥施設

工業の用に供
する洗浄施設 貯蔵タンク

　18（26％）

21（30％）
14（20％）

2（3％）

4（6％） 11（16％）
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カ　有害大気汚染物質の規制

キ　立入検査

イ　山口県公害防止条例による規制
ア　指定工場の規制

ａ　硫黄酸化物

ｂ　ばいじん

ｃ　有害物質

ｄ　粉じん

第２－３－21表　ばい煙発生施設の立入検査実施状況

第２－３－22表　粉じん発生施設の立入検査実施状況

第２－３－23表　指定工場数 
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イ特定施設の規制

ウ立入検査

ウ　緊急時における措置

第２－３－24表　光化学オキシダントに係る注意報等の発令状況の推移
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エ　大気汚染防止対策等
ア　発生源の規制

イ　光化学オキシダント対策

ウ　有害大気汚染物質監視指導

⑷石綿対策

ア　大気汚染防止法による規制

イ　法規制対象外の事業所

ウ　石綿相談窓口の設置

エ　石綿による健康被害の救済に関する法律申請・相談窓口
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オ　県有施設における措置状況

⑸監視測定体制の整備

ア　 測定局の整備

広 島 県 庁
（大竹地区１局分）

中 央 監 視 局
（環境保健センター）

データ送受信装置 デ ー タ 送 受 信 装 置

F A X 一 斉 指 令 装 置

テ レ メ ー タ 装 置

山 口 県 テ レ メ ー タ 測 定 局

地区 測定局名称 地区 測定局名称

和木

・

岩国

和木コミュニティセンター

麻里布小学校

岩国小学校

愛宕小学校

柳井 山口柳井市役所 環境保健センター

国府中学校

防府市役所

華浦小学校

中関小学校

防府

美祢

宇
部 

・ 

小
野
田周南

光高校

浅江中学校

豊井小学校

下松市役所

櫛浜支所

徳山商工高校

周南市役所

浦山送水場

新南陽公民館

辻交差点

岬児童公園

宇部総合庁舎

原小学校

厚南市民センター

竜王中学校

須恵健康公園

伊佐中学校

美祢市役所

下関市環境政策課

県内主要工場

下関市測定局（５局）

関係健康福祉センター

岩国健康福祉センター

柳井健康福祉センター

周南健康福祉センター

山口健康福祉センター

宇部健康福祉センター

長門健康福祉センター

萩健康福祉センター

測定データ

測定データ

情報・注意報等の
発令（FAX）

萩 萩健康福祉センター

長門 長門土木建築事務所

第２－３－23図　山口県大気汚染監視測定網
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イ　常時監視測定データ等の提供

ウ　市町における監視測定体制

⑴悪臭の現状

第２－３－25表　大気汚染測定局設備整備状況

３．悪臭の現状と対策
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⑵悪臭の規制及び対策
ア　悪臭防止法による規制

イ　山口県公害防止条例による規制

ウ　山口県悪臭防止対策指導要綱による指導

エ　悪臭防止対策

第２－３－24図　悪臭の発生源別苦情件数の推移

500 100 150 200 250

食料品製造工場
化学工場

飼料・肥料製造工場

その他の製造工場
サービス業
その他

不明

苦情件数

年度

H19

20

21

22

23

農業（畜産・その他）

個人住宅・アパート・寮

注）棒グラフ右端は　　　　　　　　　　　　　　　　　を示す。（      　　　　　　　　　　　　　）苦情件数
公害苦情件数中に占める割合（％）

11.9
133

15.5
134

12.8
128

12.8
128

17.3
146

6 19 10 1914 13 41

10

3

86 820 52

6

5

1512

9

4

11

12

342627 16

63

107 322919 1210

1

14 22 28 408 8

4

10
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⑴公共用水域の環境基準等の達成状況
ア　健康項目

イ　生活環境項目等

ア　海域（ＣＯＤ）

イ　河川（ＢＯＤ）

ウ　湖沼（ＣＯＤ）

１．水質の現況

第３節　水環境の保全

第２－３－26表　BOD(河川)、COD(海域、湖沼)に係る環境基準達成状況
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エ　海域及び湖沼（窒素・りん）

⑵水域別の概況
ア　広島湾西部水域

第２－３－27表　窒素・りんに係る環境基準達成状況

第２－３－25図　水質汚濁状況（BOD・CODの年平均値）

B類型

AA類型
A類型

B類型

AA類型
A類型

小瀬川

（年度）

錦川
（mg/ ）（mg/ ） （mg/ ）

由宇川 A類型

（mg/ ）

菅野湖 A類型

（年度）

山代湖 A類型

（mg/ ） （mg/ ）

弥栄湖 A類型

（年度）

（年度）

（年度）

（年度）

1.81.9
2.1 2.0

1.0

1.8

1.2 1.2

0.8

0.8

0.8

1.0

0.8

0.9
1.0

2.3
2.8

3.1

2.0

0.6 0.6
0.8

0.6

0.5 0.5 0.50.5

0.6

0.5

1.6 1.7
1.9

1.2
1.5

0.6 0.6
0.7

0.6

0

1

2

3

20 21 22H19 23 20 21 22H19 23 20 21 22H19 23

20 21 22H19 23 20 21 22H19 23 20 21 22H19 23

0

1

2

0

1

2

0

1

2

3

4

1.9

0

1

2

3

4

0

1

2

3

2.4

0.7
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イ　柳井・大島水域及び平生・上関水域

ウ　笠戸湾・光水域及び徳山湾水域

第２－３－26図　水質汚濁状況（BOD・CODの年平均値）

A類型
B類型
C類型

（mg/ ）

（年度）
20 21 22H19 23

（年度）
20 21 22H19 23

0
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4
広島湾西部海域
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柳井川

0
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4
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土穂石川

A類型
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0

1

2
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B類型

0

3

2

1

柳井・大島海域
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B類型

平生・上関海域

0
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1.2

1.4
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2.3

2.1
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20 21 22H19 23
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20 21 22H19 23
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20 21 22H19 23
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20 21 22H19 23



66

エ　三田尻湾・防府水域及び中関・大海水域

第２－３－27図　水質汚濁状況（BOD・CODの年平均値）

A類型

B類型
切戸川

A類型
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平田川
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オ　山口・秋穂水域

カ　響灘及び周防灘水域
ア　宇部・小野田水域

第２－３－29図　水質汚濁状況（BOD・CODの年平均値）

第２－３－28図　水質汚濁状況（BOD・CODの年平均値）
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イ　下関水域

第２－３－30図　水質汚濁状況（BOD・CODの年平均値）
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キ   豊浦・豊北地先水域

ク　仙崎・深川湾水域及び油谷湾水域

第２－３－31図　水質汚濁状況（BOD・CODの年平均値）

第２－３－32図　水質汚濁状況（BOD・CODの年平均値）
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ケ　萩地先水域及び阿武地先水域

第２－３－33図　水質汚濁状況（BOD・CODの年平均値）

第２－３－34図　水質汚濁状況（BOD・CODの年平均値）
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第２－３－35図　水質汚濁状況（窒素・りんの年平均値）

第２－３－36図　発生源別COD負荷量
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⑶地下水質の現況

第２－３－37図　発生源別COD負荷量の割合

第２－３－28表　地下水調査結果(概況調査) 第２－３－29表　地下水調査結果(継続監視調査)
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⑷海水浴場の水質の現況
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第２－３－30表　平成23年度　海水浴場水質検査結果



75

環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い

循
環
型
社
会
の
形
成

⑴環境基準の類型指定

⑵水質調査の実施

⑶生活排水対策

ア　浄化対策の啓発、実践活動

２. 水質汚濁防止対策

第２－３－31表　公共用水域の水質測定計画の概要
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イ　生活排水対策重点地域の指定

ウ　処理施設の整備
ア　下水道

イ　農業集落排水

ウ　漁業集落排水

エ　浄化槽
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⑷工場・事業場対策
ア　 水質汚濁防止法等による規制

　ア　排水基準
　ａ一律基準

　ｂ上乗せ基準

　イ　総量規制基準

　ａ総量削減計画の策定

第２－３－38図　浄化槽等の設置基数の推移 第２－３－39図　補助による浄化槽の整備基数の推移
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ｂ総量規制の実施

ウ　届出（許可）事業場の状況

第２－３－40図　総量削減計画に基づく汚濁負荷量の状況（COD、窒素、りん）
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イ　山口県公害防止条例による規制

ウ　発生源の監視及び指導
ア　工場排水調査の実施

ａ業種別不適合状況

ｂ項目別不適合状況

第２－３－41図　業種別特定事業場数
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イ　総量規制監視調査の実施

ウ　平成24年度における発生源の監視・指導
ａ工場排水調査の実施

ｂ総量規制監視調査の実施

ｃ小規模事業場の監視・指導等

第２－３－32表　業種別不適合状況 第２－３－33表　項目別不適合状況

第２－３－34表　総量規制監視調査結果
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⑸湖沼水質保全対策

⑹瀬戸内海の水質（富栄養化）対策

ア　瀬戸内海の環境保全に関する山口県計画

イ　窒素及びりんの抑制

ウ　特定施設の設置許可等における事前評価の実施状況

⑺地下水汚染対策
ア　有害物質使用事業場に対する監視、指導
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イ　 地下水の水質監視調査

⑻ゴルフ場排水対策

⑼農地からの肥料流亡対策

⑽畜産分野の排水対策

⑾養殖漁場の環境改善

⑿海域保全対策
ア　赤潮（漁場環境保全）
　ア　現状

第２－３－35表　地下水の水質測定計画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成24年度）
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イ　対策及び将来方向
ａ対策

ｂ将来方向

イ　油類等による汚染

第２－３－36表　赤潮発生件数 第２－３－37表　赤潮構成種別発生件数
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⑴保水能力の向上

⑵安全でおいしい水の供給

３．水循環の確保

第２－３－42図　水道普及率の推移

コラム 海水浴場の放射性物質調査について

空間放射線量測定の様子
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⑴環境騒音

⑵自動車騒音

⑶新幹線鉄道騒音・振動
ア　騒音・振動 

１．騒音・振動の現況

第４節　騒音・振動の防止

第２－３－43図　自動車交通騒音の面的評価による
　　　　　　　　環境基準達成状況（区間全体）

第２－３－38表　騒音に係る環境基準達成状況

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計（41地点）

国道（23地点）

県道（18地点）

昼夜間とも達成

夜間のみ達成

昼間のみ達成

昼夜間とも未達成

達成戸数
（（　）内は%）

18
（0%）

83（2%）

353
（4%）
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3,572（92%）

335（7%） 366（8%）

240（5%）

3,907（81%）

7,479（86%）

449（5%）
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イ　低周波音

⑷航空機騒音

第２－３－39表　新幹線鉄道騒音・振動調査結果　　　

第２－３－40表　低周波音調査結果　　　　　　

第２－３－41表　航空機騒音調査結果　　　　　　　　　　　　　　　
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⑸工場・事業場、建設作業等騒音・振動

⑹近隣騒音

第２－３－44図　騒音苦情件数の推移 第２－３－45図　振動苦情件数の推移

第２－３－46図　近隣騒音苦情の発生源別件数
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1
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1
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拡声器

1
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ペット

1
（8.3％）

その他

1
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⑴騒音規制法による規制

⑵振動規制法による規制

⑶山口県公害防止条例による規制

⑴自動車交通騒音対策

⑵新幹線鉄道騒音・振動対策

ア　音源・振動対策

２．騒音・振動規制

３．騒音・振動対策
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イ　障害防止対策

⑶航空機騒音対策

⑷米軍岩国基地

ア　基地沖合移設の完了

イ　国による周辺対策

ウ　騒音軽減への対応

第２－３－42表　防衛施設周辺における航空機騒音対策の状況　　　　　
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⑸工場・事業場、建設作業等への対策

⑹近隣騒音対策
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１. 土壌環境の現況

第５節　土壌環境の保全

２. 市街地等の土壌汚染対策

第２－３－43表　山口県内の土壌汚染対策法施行状況（平成15年２月15日～平成24年３月31日）
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⑴モニタリング調査

ア　平成23年度調査事業

ア　調査地点数

イ　調査重金属類

ウ　調査結果

イ　本年度調査事業

３. 農用地の土壌汚染防止対策
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⑴　ＰＲＴＲ集計結果の概要

１．化学物質の現況

第６節　化学物質の適正な管理

２. 化学物質環境実態調査（化学物質エコ調査）

３．ＰＲＴＲ制度の推進
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ア　届出排出量・移動量

イ　 排出量・移動量の推移

ウ　届出排出量の多い物質

第２－３－47図　届出排出量・移動量 第２－３－48図　地域別届出排出量の割合

第２－３－49図　排出量（上位５物質）

第２－３－44表　ＰＲＴＲ集計結果（排出量・移動量の推移）

大気へ排出
4,276トン
（31.1％）

公共用水域
への排出
461トン
（3.4％）

廃棄物移動
9000トン
（65.5％）

排出・移動量合計
13,737トン

届出排出・
移動量合計
13,737トン

周南市
34.3％

宇部市
17.5％

光市
9.4％

防府市
9.4％

下関市
6.0％

下松市 4.2％

岩国市 4.3％

その他 3.9％
美祢市 2.1％

和木町 2.8％

山陽小野田市
6.1％

0 4,0003,0002,0001,000

キシレン

届出排出量
届出外排出量

（　）内は合計

単位：トン／年

トルエン

エチルベンゼン

ノルマルーヘキサン

ポリ（オキシエチレン）＝アルキルエーテル

1,645 （2,622）

（427）424

（2,350）1,063

748

3

977

1,287

392

418 （454）

（1,140）
36
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⑵今後の対応

コラム 煙霧とは
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⑴危被害防止啓発活動

⑵農薬残留分析

⑴総合的な取組の推進

⑵常時監視（環境調査）

ア　大気環境 

４．農薬による危被害防止

５．ダイオキシン類対策
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イ　 水質環境（河川・湖沼・海域、地下水）   

ウ　底質環境（河川・湖沼・海域）

エ　土壌環境 

⑶発生源対策

第２－３－50図　ダイオキシン類大気環境濃度経年変化

0.00
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0.056
0.044 0.0270.0340.037 0.030 0.024

0.10
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0.20
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0.25
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平成10

0.022 0.017

22 23年度2120191817161514131211
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ア　特定施設の設置者による自主測定の公表

⑷ダイオキシン類排出量

第２－３－45表　平成23年度立入検査、行政検査実施状況

第２－３－46表　平成23年度自主測定結果 （平成23年４月１日～平成24年３月31日報告分）
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⑸今後の対応

第２－３－47表　ダイオキシン類排出量の実績値 （平成23年度）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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⑴環境ホルモン問題連絡会

⑵環境調査
ア　調査概要

イ　調査結果 

第２－３－48表　環境ホルモンに係る環境調査の調査地点

６．環境ホルモン対策
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⑶今後の対応

⑷県民への啓発

第２－３－49表　環境ホルモンに係る環境調査の検出状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成23年度）

第７節　空間放射線に係るモニタリング
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⑴流域全体
ア　地域通貨の取組支援

⑵上流域（森づくり）
ア　県民参加型の源流の森づくりの実施

⑶中流域（川づくり）
ア   ホタル水路の実施及び検証

イ   魚道の整備

⑷下流域（海づくり）
ア　山口湾の干潟・藻場の再生

１．やまぐちの豊かな流域づくりの推進

第８節　森・川・海を育むふるさとの流域づくり

干潟再生のための耕転作業（山口市）
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⑴育成複層林等の整備

⑵自主的な森林づくり活動の促進

⑴広葉樹等の植樹活動の促進

⑵間伐材を利用した漁場整備

２．水源かん養機能を発揮できる多様な森林整備

３．豊かな漁場の維持を図るための総合的な取組

第２－３－51図　育成複層林の整備状況

第２－３－52図　広葉樹造林実績の推移
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⑶藻場・干潟等の保全活動の促進

間伐材魚磯の概念図

間伐材魚磯

○餌料効果
・間伐材ならではの餌料生
物（フナクイムシ・キク
イムシ）が着生。

・その他の餌料生物も間伐
材の方に多く着生。

○魚礁効果の早期発見
・間伐材の付加により、見
かけ上も大きく複雑にな
り、陰影部や餌料供給機
能の増大で、魚礁蝟集の
早期発現が期待。

○洪水緩和機能
・土壌水分貯留効
果により洪水流
量を軽減する機
能。

○表面浸食防止機能
・地表植生等により地表面
を流れる雨量を軽減させ
ることにより、地表面の
浸食を防止する機能。

○間伐材流通の促進
・間伐材流通の一翼を担う
ことで、間伐促進に寄与

○林業作業員の雇用確保

間伐材魚礁

漁業振興への貢献

魚礁機能 森林機能

森林整備への貢献

○環境保全機能

森・川・海
をつなぐ
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⑴自然の現況

１．優れた自然の保全・再生

第４章　自然と人とが共生する豊かでうるおいのある環境の確保

第１節　豊かで多様な自然環境の保全・再生

第２－４－１図　自然公園位置図
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⑵自然環境の保全と利用
ア   自然公園地域指定による保全

イ　緑地環境保全地域指定等による保全

阿　武

周　南
岩　国

岩　国
和木

光 田布施

萩

美

　祢

山

　口
下

　関

宇

　部

山陽小野田

長

　門

防

　府
下

　松
柳

　井

生
平

周防大島

自然海浜保全地区

自然記念物

緑地環境保全地域

安岡

天花

姫山

刈尾
白浜

長浦

高瀬峡

木谷峡

二俣神社樹林

般若寺

室津

小串 ならび松

南原寺樹林

無動寺樹林

浄福寺樹林

大寧寺

十種ヶ峰

霜降山

赤間神宮紅石山樹林

吉部田八幡宮樹林

飛龍八幡宮樹林

玉祖神社樹林

白井田八幡宮樹林

蒲井八幡宮樹林

志度石神社樹林

下田八幡宮樹林

長尾八幡宮樹林

高松八幡宮樹林

松原八幡宮樹林

亀島ウバメガシ群落

二井寺山極楽寺樹林

牛島のモクゲンジ群生地

渋木八幡宮樹林

中郷八幡宮樹林
花尾八幡宮樹林

中須八幡宮樹林

徳佐上八幡宮樹林

椎尾八幡宮樹林

椙杜八幡宮樹林

マンシュウボダイジュ

ミツガシワ群落

ミヤマウメモドキ群落
御山神社樹林

カキツバタ群落犬鳴

龍王神社樹林

束荷神社樹林

阿弥陀寺・苔谷

尾国賀茂神社樹林

西ヶ河内・小松尾

第２－４－２図　緑地環境保全地域等の位置図
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ウ　自然景観の維持

⑴森林の現況

⑵森林の整備

２．森林等の自然環境の維持・形成

第２－４－３図　樹種別森林面積（民有林）
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(15%)(15%)
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無立木地等
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民有林面積
426,290ha

人工林人工林
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  (44%)  (44%)

人工林
188,469ha
  (44%)
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第２－４－１表　平成23年度やまぐち森林づくり県民税関連事業実績

第２－４－４図　樹種別造林面積の推移 第２－４－５図　間伐実績の推移

第２－４－６図　保安林の種類別面積 第２－４－７図　民有林治山事業の推移
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⑴野生鳥獣の保護

１．野生生物の現況

第２節　生物多様性の確保

第２－４－８図　松くい虫防除事業の推移

２．野生生物の保護・管理
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⑵特定鳥獣の管理

　【第３期計画の概要】

第２－４－２表　　　　　　

３．希少野生動植物の保護対策
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キビヒトリシズカ ホソバナコバイモ

コラム 見た目はきれいだけれど

第２－４－３表　「レッドデータブックやまぐち」選定種一覧
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⑴都市公園等の整備

１．県土緑化推進運動の展開

第３節　身近な自然環境の保全

２．まちの緑地の整備

第２－４－４表　都市公園の整備状況

第２－４－５表　県立都市公園整備事業の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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⑵道路緑地の整備

⑶緑地協定制度等の活用

第２－４－６表　平成24年度　都市公園整備予定箇所数

第２－４－７表　道路緑地の整備状況

３．ふるさとの緑の保全
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⑴河川環境の整備
ア   河川

イ　ダム

ウ　渓流

⑵港湾や漁港等の整備
ア　港湾、海岸

４．農用地等の保全と活用

５．河川等水辺（海辺）環境の保全と活用

一の坂川（山口市）
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イ　漁港、海岸

第２－４－８表　港湾緑地の整備状況

６．ふるさとの川づくり

７．ため池や農業用水路の整備・活用

第２－４－９表　平成24年度　かわまちづくり支援制度対象事業
河川名

かわまちづくり支援制度対象事業 柳井川（柳井市）、切戸川（下松市）、真締川（宇部市）
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⑴美しいやまぐちづくりの推進

⑵まちの美化づくりの促進

⑴美しい里山・海づくりに関する基本方針の概要

１．景観の保全と創造

第４節　良好な景観や歴史的環境の保全

２．美しい里山・海づくりの推進

やまぐちの美しい里山・海づくり条例（Ｈ22年12月施行）

美しい里山・海づくりに関する基本方針（H23年9月策定）

環境美化施策の総合的な推進

美しく快適な県づくり

○県民一斉環境美化活動促進期間の設定
○広報の充実強化
○環境美化活動への支援
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⑵基本方針に基づく取組状況

⑴歴史的建造物の保全

⑵文化財指定による環境保全の現況

３．歴史的・文化的環境の保全

やまぐち環境美化情報ネットワーク
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⑶指定文化財の保護と活用

⑷文化財登録制度による魅力ある地域づくり

第２－４－10表　山口県における国及び県指定文化財件数一覧　　　　　　　　　　
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⑸文化的景観調査
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⑴自然公園等の整備

１．自然保護思想の普及啓発

第５節　自然と人とのふれあいの確保

２．ふれあいの場や機会の充実

第２－４－11表　自然公園施設整備状況
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存
す
る

豊
か
で
う
る
お
い
の
あ
る
環
境
の
確
保

⑵生活環境保全林の整備

⑶自然体験活動等の充実

第２－４－12表　山口県自然公園等利用者数　　　　　　　　　　　　　

第２－４－13表　生活環境保全林の概要　　　　　　　　　　　　　　　
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⑴やまぐち里山文化構想の推進

⑵やまぐちスロー・ツーリズムの推進

ア　やまぐちスロー・ツーリズム

イ　エコツーリズム

３．都市と農山漁村との交流



123

す
べ
て
の
主
体
の
連
携
・
協
働
に
よ
る

環
境
保
全
活
動
の
推
進

⑴環境月間

⑵「やまぐちいきいきエコフェア」の開催

１．県民、ＮＰＯ・民間団体の自主的取組の促進

第５章　すべての主体の連携・協働による環境保全活動の推進

第１節　県民、事業者等の自主的取組の促進

第２－５－１表　平成23年度 「環境の日」 及び 「環境月間」 の主な行事 （山口県）
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⑶環境保全活動功労者等の表彰

⑷民間団体の活動状況
ア　山口県瀬戸内海環境保全協会

ア　平成23年度の主な事業

第２－５－２表　環境保全活動功労者等知事表彰受賞者



125

す
べ
て
の
主
体
の
連
携
・
協
働
に
よ
る

環
境
保
全
活
動
の
推
進

イ　平成24年度の取組

イ　（社）山口県快適環境づくり連合会

ア　平成23年度の事業概要

イ　平成24年度の取組

第２－５－３表　平成24年度　事業内容
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⑴県における取組

３．県、市町の率先実行の推進

第２－５－１図　ISO14001及びエコアクション21 認証取得件数推移（山口県）
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２．事業者の環境に配慮した活動の促進



127

す
べ
て
の
主
体
の
連
携
・
協
働
に
よ
る

環
境
保
全
活
動
の
推
進

⑵市町における取組

第２－５－４表　グリーン購入分野別状況 （一覧）　調達総量ベース　　　　　　
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１．各主体の役割と行動指針

第２節　連携・協働による取組の推進

２．パートナーシップによる活動の促進
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す
べ
て
の
主
体
の
連
携
・
協
働
に
よ
る

環
境
保
全
活
動
の
推
進

⑴県民・民間団体

⑵事業者（中小企業者）

３．活動への支援

１．環境教育・環境学習の基盤整備

第３節　環境教育・環境学習の推進
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⑴社会教育

２．学校における環境教育

３．地域における環境学習
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す
べ
て
の
主
体
の
連
携
・
協
働
に
よ
る

環
境
保
全
活
動
の
推
進

⑵地域での環境学習

ア　講座の開催

イ　環境アドバイザー等の派遣

ウ   親と子の水辺（海辺）の教室

エ　水生生物調査

オ   全国星空継続観察調査（スターウオッチング）

第２－５－５表　山口県環境学習指導者バンク実績　　　　　
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カ　こどもエコクラブ



資　　　　料
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資
料

《ゼロエミッションの推進による循環型社会づくり》

《エネルギーの効率的な利用によるエコライフ型社会づくり》

《良好な環境づくり》
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生活排水処理率 80.3% （平成22年度） 86%

《森・川・海を育むふるさとの流域づくり》

　●水源の森の整備 22,054ha 17,000ha

《自然環境の保全と自然とのふれあいによる自然共生型地域づくり》

★・1人当たりの都市公園の面積

●・農山漁村交流体験人口
★・エコファーマー認定者数

13.8㎡／人

272万人 
2,481人 

13.4㎡／人

280万人
2,550人

《環境学習の推進とパートナーシップによる環境にやさしい地域づくり》

・環境学習参加者数

・ISO14001取得団体数

64,323人

310団体 

55,000人以上

340団体
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資
料

《地球環境の保全と国際協力に貢献する地域づくり》
・温室効果ガス排出量について、平成２年度レベ
ルの２％削減をめざし、国の政策とも連動しな
がら、温室効果ガス削減対策及び温室効果ガス
吸収源対策を推進　※県内消費量ベース
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施策体系 所　管 事業名
24年度当初予算額

事業内容
23年度当初予算額

ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
推
進
に
よ
る
循
環
型
社
会
づ
く
り

廃棄物・リサ
イクル対策課

食品ロス削減推進事業
500

　食品廃棄物の減量化に向け、全県的な取組を推進す
る。
・食品ロス削減推進協議会の運営
・取組協力店のＰＲ、普及啓発500

廃生ごみリサイクルシ
ステム普及事業

0 事業の完了による。

21,082
廃不法投棄・散乱ゴミ
等処理推進事業

0 事業の完了による。

19,092
循環型社会形成加速化
事業 62,100

　循環型社会形成推進基本計画（第２次計画）に基づき、
事業者等の３R活動を促進し、循環型社会の形成を推
進する。
・リサイクル施設整備費補助
・エコファクトリー・リサイクル製品の認定62,100

産業廃棄物適正処理推
進事業

49,335

　産業廃棄物の適正処理を推進し、県民の安心・安全
を確保するため、監視パトロール等による不適正処理
の未然防止と関連事業者の優良化に向けた取組を推進
する。
・監視パトロール班等による不法投棄等の監視
・夜間、休日等の監視パトロールの実施
・情報収集のためのフリーダイヤルの設置
・「不法投棄等連絡協議会」の設置・開催
・産業廃棄物情報のデーターべース整備
・ＰＣＢ廃棄物の適正処理の推進
・排出事業者等を対象としたトップセミナー等の開催

58,529
廃廃棄物不適正処理対
策情報整備事業

0 事業の完了による。

27,964
周南地域広域最終処分
場整備促進対策事業 139,600

　公共関与による産業廃棄物最終処分場の整備を促進
するため、処分場建設経費の一部について、無利子融
資を行う。

10,000
広域最終処分場整備促
進対策事業 1,000

　公共関与による最終処分場の整備を促進する。
・周南地域：施設整備に係る関係者との調整等
・今後の公共関与処分場のあり方について検討

1,000
道路整備課 舗装補修事業 861,830 　破砕や切削により発生した建設副産物を再資源化施

設へ排出し、再生資源として活用する。
696,090

港湾課 単独港湾改修費（徳山
下松港Ｎ７埋立護岸整
備事業）

750,000 広域最終処分場の護岸整備を実施する。

1,500,000
生活環境課 環境犯罪対策事業（刑

事警察活動費の一部） 541
　産業廃棄物不法投棄等悪質な環境犯罪の端緒情報収
集活動と重点的取締りの実施による廃棄物の適正処理
の推進を図る。

529

計
1,864,906

2,396,886
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新

新

廃

新

新

新

新
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140

廃
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廃

新

廃
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廃



143

資
料



144

廃
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⑴　環境保健センター

⑵　地方独立行政法人山口産業技術センター
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⑶　農林総合技術センター

⑷　水産研究センター
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資
料

⑴　県 

環 境 審 議 会

自然環境保全審議会

公 害 審 査 会

環 境 影 響 評 価
技 術 審 査 会

事
知
副

事

知 総合政策部

総 務 部

地域振興部

環境生活部

健康福祉部

商工労働部

農林水産部

土木建築部

教 育 庁

警 察 本 部

教 育 委 員 会

公 安 委 員 会

健 康 福 祉 セ ン タ ー
（環境保健所）
環 境 保 健 セ ン タ ー

農林総合技術センター
・農業技術部
（農業試験場）
・農業研修部
（農業大学校）
・畜産技術部
（畜産試験場）
・林業技術部
（林業指導センター）

水 産 研 究 セ ン タ ー

企 業 局公営企業管理者

防 災 危 機 管 理 課
岩 国 基 地 対 策 室

地 域 政 策 課
中山間地域づくり推進室
市 町 課

県 民 生 活 課
環 境 政 策 課
生 活 衛 生 課
廃棄物・リサイクル対策課
自 然 保 護 課

商 政 課
新 産 業 振 興 課
企 業 立 地 推 進 室
経 営 金 融 課

農 林 水 産 政 策 課
流 通 企 画 室
農 業 経 営 課
農 業 振 興 課
農 村 整 備 課
畜 産 振 興 課
森 林 企 画 課
森 林 整 備 課
水 産 振 興 課
漁 港 漁 場 整 備 課

監 理 課
技 術 管 理 課
道 路 整 備 課
道 路 建 設 課
都 市 計 画 課
砂 防 課
河 川 課
港 湾 課
建 築 指 導 課
住 宅 課

教 育 政 策 課
義 務 教 育 課
高 校 教 育 課
社会教育・文化財課

生 活 環 境 課
交 通 規 制 課
交 通 指 導 課

電 気 工 水 課

厚 政 課
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⑵　県の環境行政体制
　ア　行政組織の変遷
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料

平
成
８
年
度

平
成
９
年
度

平
成
10
年
度

平
成
11
年
度

平
成
12
年
度

平
成
13
年
度

平
成
14
年
度

平
成
15
年
度

平
成
16
年
度

平
成
18
年
度

平
成
17
年
度

環
境
政
策
課

　
環
境
管
理
班

　
環
境
政
策
班

　
地
域
環
境
創
造
班

　
大気
・化
学物
質環
境班

　
水
環
境
班

　
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
班

平
成
23
年
度

環
境
政
策
課

　
環
境
管
理
班

　
地
球
温
暖
化
対
策
班

　
大気

・化
学物

質環
境班

　
水
環
境
班

　
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
班

　
公害

・漁
業調

査船
せと

生
活
衛
生
課

　
指
導
班

　
水
道
班

　
食の

安心
・安

全推
進班

廃棄
物・
リサ
イク
ル対
策課

　
広
域
指
導
班

　
産
業
廃
棄
物
指
導
班

　
適
正
処
理
推
進
班

　
ゼロ

エミ
ッシ

ョン
推進

班

自
然
保
護
課

　
自然

・野
生生

物保
護班

　
自
然
共
生
推
進
班

環
境
保
全
課

　
環
境
管
理
係

　
大
気
係

　
水
質
係

　
環
境
管
理
室

　
企
画
班

　
審
査
班

　
公
害
・
漁
業
調
査
船
せ
と

生
活
衛
生
課

　
指
導
係

　
食
肉
衛
生
係

　
乳
肉
衛
生
係

　
水
道
係

廃
棄
物
対
策
室

　
一
般
廃
棄
物
対
策
班

　
産
業
廃
棄
物
対
策
班

　
廃
棄
物
広
域
処
理
対
策
班

自
然
保
護
課

　
自
然
保
護
係

　
鳥
獣
保
護
係

　
自
然
公
園
係

自
然
保
護
課

　
自
然
保
護
係

　
野
生
生
物
係

　
自
然
公
園
係

環
境
保
全
課

　
環
境
管
理
係

　
大
気
係

　
水
質
係

　
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
室

　
公
害
・
漁
業
調
査
船
せ
と

環
境
保
全
課

　
環
境
管
理
係

　
大
気
環
境
班

　
水
環
境
班

　
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
室

　
公
害
・
漁
業
調
査
船
せ
と

廃
棄
物
対
策
室

　ゼ
ロエ

ミッ
ショ

ン推
進班

　産
業廃

棄物
対策

班

　廃
棄物

広域
処理

対策
班

環
境
政
策
課

　
環
境
管
理
係

　
環
境
政
策
班

　
地
域
環
境
創
造
班

　
環
境
保
全
室

　
大
気
環
境
班

　
水
環
境
班

　
化
学
物
質
対
策
班

　
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
室

　
公害

・漁
業調

査船
せと

廃棄
物・
リサ
イク
ル対
策課

　
広
域
指
導
班

　
産
業
廃
棄
物
対
策
班

　
ゼロ
エミ
ッシ
ョン
推進
班

生
活
衛
生
課

　
指
導
班

　
食
品
衛
生
班

　
乳
肉
衛
生
班

　
水
道
班

自
然
保
護
課

　
自然

・野
生生

物保
護班

　
自
然
公
園
班

生
活
衛
生
課

　
指
導
班

　
水
道
班

　
食の

安心
・安

全推
進室 廃棄
物・
リサ
イク
ル対
策課

　
広
域
指
導
班

　
産
業
廃
棄
物
指
導
班

　
適
正
処
理
推
進
班

　
ゼロ

エミ
ッシ

ョン
推進

班

１
　環
境
の
保
全
及
び
快
適
な
地
域
環
境
の
形
成
に
係

る
基
本
的
施
策
の
企
画
、
調
整
及
び
推
進
に
関
す

る
こ
と

２
　環
境
基
本
計
画
の
推
進
に
関
す
る
こ
と

３
　 環
境
の
状
況
及
び
環
境
の
保
全
に
関
す
る
施
策
に

つ
い
て
の
報
告
に
関
す
る
こ
と

４
　地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
こ
と

５
　環
境
の
管
理
に
関
す
る
こ
と

６
　 公
害
の
紛
争
等
の
処
理
に
関
す
る
こ
と

７
　公
害
防
止
計
画
の
策
定
及
び
推
進
に
関
す
る
こ
と

８
　大
気
の
汚
染
の
防
止
等
に
関
す
る
こ
と

９
　 騒
音
及
び
振
動
の
防
止
等
に
関
す
る
こ
と

10
　悪
臭
の
防
止
等
に
関
す
る
こ
と

11
　 化
学
物
質
の
対
策
に
関
す
る
こ
と

12
　水
質
の
汚
濁
の
防
止
等
に
関
す
る
こ
と

13
　環
境
影
響
評
価
の
審
査
及
び
指
導
に
関
す
る
こ
と

環
境
政
策
課

１
　興
行
場
、
旅
館
及
び
公
衆
浴
場
に
関
す
る
こ
と

２
　理
容
師
、
美
容
師
及
び
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
に
関
す

る
こ
と

３
　生
活
衛
生
関
係
営
業
の
運
営
の
適
正
化
及
び
振
興

に
関
す
る
こ
と

４
　公
衆
浴
場
入
浴
料
金
の
統
制
額
指
定
に
関
す
る
こ

と
５
　 墓
地
、
埋
葬
等
に
関
す
る
こ
と

６
　 建
築
物
に
お
け
る
衛
生
的
環
境
の
確
保
に
関
す
る

こ
と

７
　水
道
に
関
す
る
こ
と

８
　飲
料
水
の
適
否
検
査
等
に
関
す
る
こ
と

９
　安
心
で
安
全
な
食
の
確
保
に
関
す
る
こ
と

10
　食
品
衛
生
に
関
す
る
こ
と

11
　調
理
師
、
製
菓
衛
生
師
及
び
ふ
ぐ
処
理
師
に
関
す

る
こ
と

12
　 食
肉
の
衛
生
に
関
す
る
こ
と

13
　化
製
場
等
に
関
す
る
こ
と

14
　動
物
の
管
理
に
関
す
る
こ
と

15
　動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
こ
と

生
活
衛
生
課

　 　廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
対
策
課

１
　自
然
保
護
の
啓
発
に
関
す
る
こ
と

２
　自
然
環
境
保
全
地
域
、
緑
地
環
境
保
全
地
域
及
び

自
然
記
念
物
の
指
定
及
び
保
全
に
関
す
る
こ
と

３
　自
然
海
浜
保
全
地
区
の
指
定
及
び
保
全
に
関
す
る

こ
と

４
　 自
然
公
園
の
整
備
及
び
管
理
に
関
す
る
こ
と

５
　自
然
公
園
の
保
護
及
び
利
用
計
画
に
関
す
る
こ
と

６
　鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
に
関
す
る
こ
と

７
　 希
少
な
野
生
動
物
の
保
護
に
関
す
る
こ
と
（
他
の

課
の
主
管
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）

８
　環
境
緑
化
に
関
す
る
こ
と

９
　 自
然
公
園
施
設
及
び
自
然
観
察
公
園
に
関
す
る
こ

と

生
活
衛
生
課

　
指
導
班

　
水
道
班

　
食
の
安
心
・
安
全
推
進
班

自
然
保
護
課

平
成
19
年
度

平
成
20
年
度

環
境
政
策
課

　
環
境
管
理
班

　
環
境
政
策
班

　
温
暖
化
対
策
班

　 大
気・
化学
物質
環境
班

　
水
環
境
班

　環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
班

環
境
政
策
課

　
環
境
管
理
班

　
地
球
温
暖
化
対
策
班

大気
・化
学物
質環
境班

　
水
環
境
班

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
班

自
然
保
護
課

　 自
然・

野生
生物

保護
班

　
自
然
共
生
推
進
班

ウ
　
環
境
生
活
部
各
課
の
分
掌
事
務

イ
　
環
境
生
活
部
の
部
制
施
行
後
（
平
成
８
年
度
）
の
環
境
行
政
組
織
の
変
遷

廃
棄
物
対
策
及
び
リ
サ
イ
ク
ル
の
促
進
に
関
す
る

総
合
調
整
に
関
す
る
こ
と

産
業
廃
棄
物
に
関
す
る
こ
と

一
般
廃
棄
物
に
関
す
る
こ
と

循
環
型
社
会
の
形
成
の
推
進
に
関
す
る
こ
と

浄
化
槽
に
関
す
る
こ
と
（
浄
化
槽
工
事
事
業
者
に

関
す
る
も
の
を
除
く
。
）

下
水
道
終
末
処
理
場
の
維
持
管
理
の
指
導
に
関
す

る
こ
と

1 2 3 4 5 6
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⑶　市町の環境行政
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５　山口県環境審議会等の委員名簿

⑴　山口県環境審議会 　　 (2)山口県自然環境保全審議会 　　

⑷　山口県環境影響評価技術審査会 　　⑶　山口県公害審査会 　　
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６　環境保全関係法及び条例
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７　環境保全関係要綱、方針及び計画
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８　環境基準、排出基準、調査結果等

⑴　大気（悪臭）関係
　ア　大気汚染に係る環境基準

0.04
ppm
以下

0.1
ppm
以下

一
日
平
均
値

一
時
間
値
の

一
　
時
　
間
　
値

10
ppm
以下

20
ppm
以下

一
日
平
均
値

一
時
間
値
の

一
時
間
値
の
八
時
間
平
均
値

0.10
mg/m 3

以下

0.20
mg/m 3

以下

一
日
平
均
値

一
時
間
値
の

一
　
時
　
間
　
値

15
g/m 3
以下

35
g/m 3
以下

一
年
平
均
値

一
日
平
均
値

0.06
ppm
以下

一
　
時
　
間
　
値

0.06
ppm

0.04
ppm

一
時
間
値
の
一
日
平
均
値

　イ　光化学オキシダントの生成防止のための大気中炭化水素濃度の指針　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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　ウ　有害大気汚染物質の環境基準

　エ　有害大気汚染物質の指針値

　オ　K値規制(K値の推移)

} } }

　カ　大気汚染防止法に基づく硫黄酸化物総量規制等の概要

備　

考
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　キ　山口県公害防止条例に基づく硫黄酸化物総量の概要

　ク　光化学オキシダントに係る緊急時における措置
　　ア　警報等の発令及び解除

　イ　緊急時の措置
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　ケ　フロン類の規制
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　コ　悪臭の規制
　　ア　悪臭防止法による規制
　　　a　悪臭防止法第３条の規定に基づく規制地域の指定状況

　　　b　敷地境界における規制基準

（参考）６段階臭気強度表示法



160

　　　c　排出口における悪臭物質の規制基準

d　排水中における悪臭物質の規制基準

イ　山口県悪臭防止対策指導要綱の指導基準値
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(2)水質関係
　ア　水質汚濁に係る環境基準
　　ア　人の健康の保護に関する環境基準
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　イ　生活環境の保全に関する環境基準(一部抜粋）
　　ア　河川　（湖沼を除く。）
　　　ａ

　　　ｂ

　イ　湖沼　（天然湖沼及び貯水量が1,000万立方メートル以上であり、かつ、水の滞留時間が４日間以上である人工湖)
　　ａ
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　　　ｂ

　　　ｃ

　ウ　海　域
　　ａ
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　　　ｂ

　　　ｃ
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　ウ　要監視項目及び指針値基準
　　ア　人 　　イ　水生生物
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　エ　一律排水基準
　　ア　健康項目 　　イ　生活環境項目

　オ　水浴場水質判定基準
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　カ　地下水の水質汚濁に係る環境基準
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　キ　環境基準達成状況
　　ア　BOD, COD
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　　イ　環境基準達成状況（全窒素及び全りん）
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　ク　下水道の整備状況
　　ア　公共下水道 

　　イ　流域下水道 
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⑶　ダイオキシン類関係
　ア　耐容一日摂取量

　イ　環境基準
　　ア　大気環境基準
　　イ　水質環境基準

　　ウ　水底の底質
　　エ　土壌環境基準

　ウ　排出基準
　　ア　大気排出基準　　　　　　　　　　　　　
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　　イ　水質排出基準　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ウ　廃棄物焼却炉に係るばいじん等の処理基準

エ　廃棄物最終処分場の維持管理基準
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⑷　騒音・振動関係
　ア　騒音に係る環境基準

　　ア　騒音に係る環境基準の地域類型指定状況　　　　　　

 　　イ　道路に面する地域以外の地域（一般地域）

 　　ウ　道路に面する地域

　幹線道路を担う道路に近接する空間についての特例基準値

　イ　新幹線鉄道騒音に係る環境基準
　　ア　新幹線鉄道騒音に係る環境基準の地域類型指定状況　

 　　イ　新幹線鉄道騒音に係る環境基準　　　　　
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　ウ　航空機騒音に係る環境基準
　　ア　航空機騒音に係る環境基準の地域類型指定状況

 　　イ　航空機騒音に係る環境基準　　　　　　　　　　　

 　エ　騒音規制法第３条の規定に基づく地域の指定状況

　オ　騒音規制法第17条の規定に基づく自動車騒音の要請限度
　　ア　騒音規制法第17条の規定に基づく地域の指定状況

　　イ　幹線交通を担う道路に近接する区域以外の区域に係る限度

　ウ　幹線交通を担う道路に近接する区域に係る限度の特例
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　カ　特定工場等の騒音に係る規制基準

  　キ　振動規制法第３条の規定に基づく地域の指定状況

　ク　特定工場等の振動に係る規制基準
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⑸　土壌汚染関係
　ア　土壌汚染対策法に規定する指定基準
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　イ　土壌の汚染に係る環境基準
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⑹　その他
　ア　環境影響評価の対象となる事業一覧（山口県環境影響評価条例、環境影響評価法対照表）
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　イ　山口県環境影響評価条例の手続きの流れ

　　　　　

市町長
知　事

知事、関係市町長へ送付 環境影響評価方法書の作成

条例・対象事業

ア セ ス 要 アセス不要

条例・第１種事業

公　告　・　縦　覧技術審査会

調査項目・手法選定

調査、予測、評価の実施

環境影響評価準備書・要約書の作成

公告・縦覧、説明会

環境影響評価書・要約書の作成

公　告　・　縦　覧 許 認 可 へ の 反 映

許認可権者へ

配慮要請

（事業の実施）

事 業 着 手 後 の 手 続

環 境 保 全 配 慮

条例・第２種事業 ス
ク
リ

ニ
ン
グ

知
事
判
定

市
町
長

（照　会）

（意　見）

（届　出） （第1種事業の　おおむね50％）

（判　定） （届出から60日以内）
（期限30日以上）

知
事
意
見

住
民
等
意
見市

町
長

（照　会）

（概要送付） （縦覧期間中＋その後2週間）
（意見の概要書送付）

（意見：概要書受付後90日以内）（意　見）

（1月間）

知事、関係市町長へ送付

技術審査会

技術審査会

公聴会

知　事

知
事
意
見

住
民
等
意
見市

町
長

（照　会）

（概要送付）
（縦覧期間中＋その後2週間）
（意見の概要書送付）

（意見：概要書受付後120日以内）

・対象事業着手届
・措置状況報告書（公告・縦覧：1月間）
・対象事業完了届

（意　見）

事
業
者

知
　
事 勧告・公表

報告・立入

意　見

必要に応じ
意見を聴く （提出）

（措置を求める）

（1月間）

（1月間）

（調査項目・予測手法等） ス
コ

ピ
ン
グ
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９　山口県環境日誌
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10　用語の解説

（あ）
ISO14001

IPCC（気候変動に関する政府間パネル）

悪臭物質

硫黄酸化物(Sox)

石綿（アスベスト）

一酸化炭素（CO)

一般廃棄物

エコアクション２１（EA21)

エコツーリズム

エコライフ

ESCO事業

NPO

Lden（エルデン）

オゾン層保護
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汚濁負荷量

温室効果（温室効果ガス）

（か）
快水浴場百選

環境ISO山口倶楽部

環境アドバイザー（講演型環境学習指導者）

環境影響評価（環境アセスメント）

環境学習

環境基準

環境基本計画

環境基本法

環境の日

環境パートナー（体験型環境学習指導者）

環境パートナーシップ

環境ホルモン（内分泌かく乱化学物質）
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環境マネジメントシステム

京都議定書目標達成計画

近隣騒音

クリーンエネルギー

グリーン購入

グリーン・ツーリズム

光化学オキシダント（Ox）

降下ばいじん

コージェネレーションシステム

こどもエコクラブ

（さ）
再生可能エネルギー

里山

産業廃棄物

酸性雨

CSR
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COD（化学的酸素要求量）

COP3

循環型社会

ストリートファニチャー

３R（スリーアール）

ゼロエミッション

騒音レベル

（た）
ダイオキシン類

大腸菌群

耐容一日摂取量（TDI)

WECPNL

炭化水素

地域通貨

地球温暖化
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窒素酸化物(NＯx)

中小水力発電所

低公害車

低周波音

デシベル(dB)

（な）
二酸化硫黄(SO2)（→硫黄酸化物）

二酸化窒素（NO2）（→窒素酸化物）

燃料電池

（は）
ばい煙

バイオマス

ハイブリッド自動車

販売協力専門店

販売協力店

BOD （生物化学的酸素要求量）

ビオトープ

非メタン炭化水素（NMHC）

pH（水素イオン濃度）

ppm
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PRTR (環境汚染物質排出・移動登録）

富栄養化

フードマイレージ

浮遊物質量(SS)

浮遊粒子状物質(SPM)

ブルー・ツーリズム

フロン

粉じん

POPs（残留性有機汚染物質）

（ま）
マニフェストシステム

（や）
やまぐちエコ市場

やまぐちエコリーダースクール

やまぐち環境創造プラン

やまぐち食彩店
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やまぐちスロー・ツーリズム

やまぐちの農水産物需要拡大協議会

山口方式

有害大気汚染物質

溶存酸素量（DO）

（ら）
ラムサール条約

リサイクル

リスクコミュニケーション

リデュース（発生・排出抑制）

リユース（再使用）

緑地協定

類型指定

レッドデータブック
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